
第6学年「てつがく」学習指導案
2同 22日(木) 2階プレイルーム 9:00~9

1 題材名(単元名)協同してつくるてつがく(思い出)

2 考える価値内容自己/他者

3 単元について

小学校卒業を問近に控えた子どもたちの中には「恕、い出」づくりを重視している子もいれぱ,「思い出」

は特に必要ないと老えてぃる子もいるように見える。そのような中で,3学期のてつがくで話し合いた

いことの中に,「誰の思い出話が一番面白い力U というものがあった。そこで,この「思い出」に着目

して「思い出」の価値を中心にてっがく剣'話を行うことで小学絞生活を振り返るとともに新Lい中字校

生活への期待と希望を徐々に持たせたいと考えた。

子どもたちとてっがくの学習を進めていく上で,1つの型を提案したい。それは,

①一人一人の弩えを表出させる→②小グループで話し合う→③全体で共有→④個で振り返る

である。 6年生になると意見を述べる子と述べない子がはっきりとする。意見を述べる子にとっては,

いろいろな人の意見を聞きたいために,意見を述べない子の態度がもどかしいようである。慧見を述べ

なくても書いてみる,表情に表してみる,行動で示すなどの方法で考えを表出させる力法もあることを

伝えた。

また,6年生になると抽象約な考えができるようになり,話L合いでも具体がない抽象論が行き交う

場画を多く見かけた。そこで,抽象と具体が行き交うような教師の声掛けを意織したい。

40

4 学習指導計画(5時間目/全7時問)

「ひとりてっがく」で自分の小学校での思い出をノートに表出させる

小グループで思い出について話し合0てみる

思い出を分1須してみる

分類してわかることを基に話L合いたいことを挙げてみる

小グループでの話し合う,全体で,七右'司、る

単元で考えたことを個人で振り返る

授業者草野 健

5 本時について

(1)本時のねらい

小グループで話し合ったことの探告と意見の交換から,自分の芳えを表出させることができる。

(2)予想される本時の展開

1

主な学習活動と予想される子どもの姿

前時に小グループで話し合0た宍容を報告す

る。

級告を開いて意見の交換を行'う。2

3 幸畏告と意見の交換から共通了鰯1となりそうな

ことを挙げてみる。

本時の学習感想をノートに書く。4

1時閥

1時閥

1時問

1時間

2時闘(本時)

1時聞

0話L合0た記録を掲示する。

0質問や自分の弩えを交換する際は、教師が抽象

と具体が行き交うような声掛けを打'う。

0あくまでも、この時点での共通了解であること

を伝える。
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